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平成25年度　一般会計予算

賛成11、反対2で可決
平成25年度　一般会計予算

賛成11、反対2で可決

【賛成議員】

片岡　勝一、森　　正彦、松浦　隆起、岡村　統正、

中村　卓司、氏原　義幸、西村　清勇、今橋　寿子、

嶋 正彦、徳弘　初男、藤原　健祐

【反対議員】

坂本　貞雄、松本　正人
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３
月
定
例
会
は
、
８
日
か
ら
15
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
平
成
24
年
度
補
正
予

算
、
条
例
の
制
定
や
改
正
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
議
案
47
件
、
町

議
会
委
員
会
条
例
改
正
１
件
、
同
意
案
１
件
、
議
員
発
議
に
よ

る
意
見
書
３
件
を
審
議
し
、
全
員
賛
成
及
び
賛
成
多
数
で
全
件

可
決
し
ま
し
た
。
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
１
件
は
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
８
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い

て
、
活
発
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

一般会計予算とは・・・　佐川町の福祉・教育・
防災対策など、住民サービスを行い、町政運営に必
要な大事な予算です。年度初めの一般会計予算は当
初予算と呼ばれ、1年間の町の運営が賄われます。



25年度　一般会計予算

64億8,958万円
25年度　一般会計予算

64億8,958万円

新エネルギー対策
観光振興に重点予算
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新エネルギー対策
観光振興に重点予算

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
約
64
億
８
９

５
８
万
円
、
前
年
に
比
べ
て
３
億
３
９
９
１
万
円
の

増
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
か
ら
の
増
加
率
は
５
・

５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
編
成
の
重
点
項
目
は
、
24
年
度
に
引
き
続
き

子
育
て
支
援
、
協
働
推
進
事
業
、
防
災
対
策
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
事
業
の
４
本
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

25
年
度
の
自
主
財
源
（
町

民
自
身
で
賄
う
町
の
運
営

費
）
は
約
18
億
１
９
２
２
万

円
。
主
な
収
入
と
な
る
町
民

税
や
固
定
資
産
な
ど
の
町
税

が
昨
年
よ
り
４
・
５
％
増
の

約
10
億
６
６
２
９
万
円
。

国
や
県
か
ら
く
る
お
金
の

う
ち
主
た
る
地
方
交
付
税
は

４
・
９
％
減
の
24
億
９
３
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
に
対
し
て
、
足
ら
な

い
額
を
補
う
た
め
、
財
政
調

整
基
金
（
貯
金
）
か
ら
２
億

９
１
２
６
万
円
を
繰
り
入
れ

て
い
ま
す
。

人
件
費
は
昨
年
よ
り
０
・

２
％
減
の
９
億
３
１
４
０
万

円
。
普
通
建
設
費
は
33
・

９
％
増
の
斗
賀
野
町
営
住
宅

建
設
事
業
、
役
場
庁
舎
空
調

整
備
事
業
、
集
落
活
動
セ
ン

タ
ー
事
業
等
で
、
７
億
８
０

４
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳入

入
る
お
金

歳出

出
る
お
金

住みたい町へ、そして子どもたちのために



25年度予算 総額 125億8,337万円
住みよい安心の町づくりへ 積極予算
25年度予算 総額 125億8,337万円
住みよい安心の町づくりへ 積極予算

64億8,958

18億5,409

338

5,412

2,691

1,235

17億5,083

2億 950

3億3,499

27億 497

134億4,072

8億5,735

125億8,337

賛成11反対2

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成12反対1

賛成全員

賛成全員
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単位：万円（％）�

歳入合計�
64億8,958�
（100.0）�

依�
存 

財�

源�

自�主�
財�
源�

自�主�
財�
源�

4646億7,0367,036（71.971.9）�46億7,036（71.9）�

18億1,922�
　（28.1）�

地方交付税地方交付税�
24億9,300�
　　（　　（38.4）�

地方交付税�
24億9,300�
　　（38.4）�

国・県支出金国・県支出金�
16億0,396（24.7）�
国・県支出金�
16億0,396（24.7）�

町債（借入金）�
3億3,220（5.1）�

地方譲与税等�
2億4,120（3.7）�

町税�
10億6,629�
　（16.4）�

繰入金�
5億3,009（8.2）�

使用料等・分担金�
2億0,365（3.1）�

その他　1,919（0.4）�

歳出合計�
64億8,958�
（100.0）�

議会費�
7,493（1.2）�

総務費�
10億3,817�
　（16.0）�

民生費民生費�
20億7,127�
　 （31.9）�

民生費�
20億7,127�
　 （31.9）�

衛生費衛生費�
7億8,747（12.1）�
衛生費�
7億8,747（12.1）�

農林水産業費�
2億3,231（3.6）�

商工費�
1億7,332（2.7）�

土木費�
4億3,853（6.8）�

消防費�
2億7,331（4.2）�

教育費�
4億5,959（7.1）�

災害復旧費�
1億5,736（2.4）　　　�

公債費（借入金返済）�
7億7,330（11.9）�

予備費等�
1,002（0.2）�

会　　　計　　名 本年予算総額 前年度予算総額 比較増減

一　　　般　　会　　計

国 民 健 康 保 険

住宅新築資金等貸付事業

学 校 給 食

農 業 集 落 排 水 事 業

特定環境保全公共下水道事業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

水 道 事 業

病 院 事 業

総 計

重 複 額

全会計純計

特
　
別
　
会
　
計

61億4,967

17億1,246

474

5,412

2,460

533

15億8,875

2億 879

3億1,672

34億8,768

135億5,286

7億9,465

127億5,821

3億3,991

1億4,163

△136

―

231

702

1億6,208

71

1,827

△7億8,271

△1億1,214

6,270

△1億7,484

議員賛否

（単位・万円）

※水道事業および病院事業会計の予算額は（収益的支出額＋資本的支出額）を計上

平成25年度各会計当初予算　



9,296

7,138

3,873

△98

3,310

一般会計補正 9,296万円

耐震化・整備修繕に重点
一般会計補正 9,296万円

耐震化・整備修繕に重点
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会 計 名

一 般 会 計

補正後の額

63億4,896

18億1,347

16億3,329

2億 975

35億5,818

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

病院事業

補正額

特
別
会
計

平成24年度3月補正予算　 （単位：万円）

3月
補正予算
ピックアップ

3月
補正予算
ピックアップ

3月
補正予算
ピックアップ

3月
補正予算
ピックアップ

3月
補正予算
ピックアップ

3月
補正予算
ピックアップ

3月
補正予算
ピックアップ

3月
補正予算
ピックアップ

3月
補正予算
ピックアップ

3月
補正予算
ピックアップ

3月
補正予算
ピックアップ

3月
補正予算
ピックアップ

3月
補正予算
ピックアップ

3月
補正予算
ピックアップ

3月
補正予算
ピックアップ

3月
補正予算
ピックアップ

3月
補正予算
ピックアップ

※病院事業会計は（収益的支出額＋資本的支出額）を計上

学校耐震化事業
黒岩中学校の

耐震補強工事

9,867万円

黒
岩
中
学
校
の
耐
震
補

強
・
大
規
模
改
造
工
事
を
25

年
度
よ
り
前
倒
し
し
て
、
行

う
も
の
。

木造住宅　
耐震化事業

個人の防災対策の推進へ
住宅の耐震改修費へ補助

1,660万円

個
人
住
宅
の
耐
震
診
断
、

設
計
、
改
修
に
要
す
る
費
用

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
耐
震
対
策
に
要
す
る
費

用
の
補
助
を
行
う
も
の
。

町道整備事業

町道の改良工事、調査を行う

１億910万円

古
畑
・
峯
１
号
線
他
、
４

路
線
の
改
良
工
事
や
、
橋
梁

等
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め

の
調
査
を
行
う
も
の
。

基盤整備事業

島田堰や清鏡堰の修繕を実施

8,４00万円

老
朽
化
し
た
施
設
を
改
修

し
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、

島
田
堰
や
清
鏡
堰
の
修
繕
を

行
う
も
の
。

耐震化工事が始まる黒岩中学校

修繕が必要な堰は他にも・・・　（写真は島田堰）



滞
納
整
理
課
が

収
納
管
理
課
に

3
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

3
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た
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条
例
改
正

町
の
収
納
管
理
を
一
元
化

し
、
さ
ら
な
る
債
権
管
理
の

適
正
化
を
図
る
目
的
で
、
収

納
管
理
課
を
設
置
。
こ
れ
に

伴
い
滞
納
整
理
課
は
、
発
展

的
に
廃
止
さ
れ
る
。

（
４
月
１
日
施
行
）

（
賛
成
11
・
反
対
２
）

佐
川
町
債
権

管
理
条
例
を
制
定

町
の
債
権
に
関
す
る
処
理

基
準
を
統
一
的
に
行
う
よ
う

に
し
、私
債
権
の「
管
理
に
関

す
る
条
例
」
及
び
「
税
外
収

入
の
督
促
手
数
料
及
び
延
滞

金
条
例
」を
廃
止
す
る
も
の
。

（
４
月
１
日
施
行
）

（
賛
成
11
・
反
対
２
）

滞
納
整
理
課
が

収
納
管
理
課
に

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

の
報
酬
を
決
定

25
年
度
か
ら
新
し
く
設

け
ら
れ
る
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
隊
員
や
佐
川
町
史
編
纂

委
員
会
委
員
の
報
酬
を
定
め

た
も
の
。（

４
月
１
日
施
行
）

（
賛
成
・
全
員
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

発
生
時
に

対
策
本
部
を
設
置

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発

生
時
に
、
対
策
本
部
や
会
議

を
設
置
し
、
町
長
任
命
に
よ

り
必
要
な
人
員
を
充
て
る
こ

と
が
で
き
る
条
例
を
制
定
。

（
法
施
行
の
日
か
ら
施
行
）

（
賛
成
・
全
員
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

基
準
を
制
定

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
施
設
の

設
備
や
人
員
、
運
営
な
ど
の

基
準
を
定
め
、
効
果
的
な
支

援
を
目
的
と
す
る
条
例
を
制

定
。

（
４
月
１
日
施
行
）

（
賛
成
・
全
員
）

高
北
病
院
の

個
室
料
を
改
定

高
北
病
院
の
個
室
料
を
改

定
す
る
も
の
で
、
特
別
室
を

１
日
７
３
５
０
円
、
個
室
を

３
１
５
０
円
に
変
更
し
、
新

し
い
病
棟
に
移
転
し
て
か
ら

の
適
用
と
な
る
。

ま
た
、
結
核
病
床
10
床

を
廃
止
し
、
１
０
８
床
を
98

床
に
変
更
す
る
。

（
４
月
１
日
施
行
）

（
賛
成
・
全
員
）

収納率向上が期待される収納管理課

いよいよ新館での診療が始まる高北病院



牧
野
富
太
郎
ふ
る
さ
と
館

を
設
置

牧
野
富
太
郎
ふ
る
さ
と
館

を
設
置

管理を行わせる施設

加茂地区住民センター
老人憩いの家

斗賀野あおぞら公園

ふれあいの里尾川

佐川町多目的集会施設

牧野富太郎ふるさと館

佐川町立図書館

佐川町立
虚空蔵山わんぱく広場
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3
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

3
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

牧
野
富
太
郎
博
士
の
生
家

を
再
生
。
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
の
重
点
区
域
と
し

て
上
町
地
区
の
住
民
が
自
主

的
な
活
動
を
行
う
こ
と
や
牧

野
富
太
郎
博
士
の
顕
彰
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設

と
し
て
運
営
。
そ
の
管
理
規

定
を
定
め
る
条
例
を
制
定
。

（
規
則
で
定
め
る
日

か
ら
制
定
）

（
賛
成
・
全
員
）

佐
川
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド

夜
間
の
み
開
放

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
佐
川
中
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
す
る
こ
と
に

な
り
、
夜
間
開
放
施
設
と
し

て
、
夜
間
の
み
使
用
可
能
と

す
る
も
の
。（４

月
１
日
施
行
）

（
賛
成
・
全
員
）

工
事
請
負
契
約
の

変
更
契
約
の
締
結

街
な
み
環
境
整
備
事
業

浜
口
邸
改
修
工
事

（
契
約
金
額
）

５
７
５
２
万
３
２
０
０
円

６
８
０
万
２
９
５
０
円

の
増
額

（
契
約
の
相
手
）

大
原
建
設
株
式
会
社

（
賛
成
・
全
員
）

人
　
　
事

監
査
委
員

上
田
　
益
英
　
氏

高
岡
郡
佐
川
町

加
茂
１
２
８
５
番
地

管理を行う団体

加茂地区部落長会

ＮＰＯ法人
とかの元気村

尾川地区活性化協議会

コスモス農業協同組合

ＮＰＯ法人
佐川くろがねの会

ＮＰＯ法人
とかの元気村
ＮＰＯ法人
とかの元気村

指定管理者の指定

生誕地に、再生された牧野博士の生家

佐川中学校専用になった、文化センターグラウンド
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３月定例会において、25年度当
初予算の中から、議会が注目する
事業を紹介します。

保育所耐震化事業

私立保育所耐震補強工事補助
公立保育所耐震補強設計委託

4,521万円

町
内
の
保
育
所
の
耐
震
化

に
向
け
て
、
私
立
保
育
所
の

耐
震
補
強
工
事
補
助
金
と
し

て
４
１
２
１
万
円
、
公
立
保

育
所
耐
震
補
強
設
計
委
託
に

４
０
０
万
円
。

学校の非構造部材
耐震対策等の整備

佐川小学校の耐震対策等

2,650万円

佐
川
小
学
校
の
大
規
模
改

造
と
非
構
造
部
材
の
耐
震
設

計
、
斗
賀
野
小
学
校
屋
根
防

水
工
事
を
行
う
も
の
。

防 災 対 策防 災 対 策

健 康 福 祉健 康 福 祉

ねんりんピック
よさこい高知大会

佐川町で競技を実施

1,19０万円

本
年
10
月
26
日
か
ら
29

日
に
開
催
さ
れ
る
「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い
高
知
２

０
１
３
」。
本
町
で
も
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
の
競
技
が
実
施

さ
れ
る
。

保育所の耐震化工事が本格的に始まる

昨年10月に開催されたリハーサル大会
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斗賀野町営住宅
建設事業

町民から希望が多かった
斗賀野地区へ建設

1億1,950万円

斗
賀
野
地
区
に
６
戸
の
町

営
住
宅
建
設
と
進
入
路
の
整

備
を
行
う
も
の
。

町道整備事業

玉割小橋の付け替え工事など
町道の整備

2億1,060万円

玉
割
小
橋
の
架
け
替
え
、

佐
川
橋
の
耐
震
化
工
事
な

ど
、
町
道
改
良
工
事
を
実
施

す
る
も
の
。

飲料水
供給施設整備

四ツ白フスボリ地区に
飲料水供給施設を整備

4,200万円

四
ツ
白
フ
ス
ボ
リ
地
区
に

飲
料
水
供
給
施
設
を
整
備
す

る
た
め
の
工
事
費
。

太陽光発電事業

新エネルギー対策の一環として
メガソーラー事業を実施

3,033万円

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
一

環
と
し
て
、
西
佐
川
駅
裏
の

公
共
下
水
道
処
理
場
予
定
地

に
、
県
・
町
・
民
間
の
共
同

出
資
に
よ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
出

資
金
。役場庁舎空調工事

木質ペレットを利用した
空調設備を設置

8,024万円

庁
舎
空
調
設
備
が
老
朽
化

し
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
利
用

し
た
空
調
設
備
を
備
え
る
も

の
。

観 光 振 興観 光 振 興

さかわ観光協会
運営費補助

観光協会の運営に補助
観光行政が本格始動

697万円

町
の
観
光
の
窓
口
を
一
元

化
し
、
広
域
観
光
の
核
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の

観
光
協
会
を
設
立
。
そ
の
運

営
費
を
補
助
す
る
も
の
。

本年度に待ちに待った完成を迎える玉割小橋

観光振興の推進力として期待される観光協会
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太
陽
光
発
電
事
業
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）

ど
う
い
っ
た
計
画
か

地
域
に

相
談
は
し
て
い
る
の
か

観
光
協
会
設
立

や
り
た
い
こ
と
は
何
か

職
員
配
置
の

位
置
づ
け
は

渡
辺
産
業
建
設
課
長
　
県
、

町
、
民
間
事
業
者
で
新
た
な

会
社
を
設
立
し
て
、
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
を
設
置
す
る
事
業

を
、
西
佐
川
駅
東
隣
で
行
う
。

会
社
の
運
営
は
20
年
間
を
計

画
し
て
お
り
、
町
の
収
入
は

20
年
間
で
、
配
当
金
、
土
地

の
賃
貸
料
、
固
定
資
産
税
合

わ
せ
て
１
億
４
９
２
５
万
８

０
０
０
円
と
な
る
。

松
本
議
員
　
太
陽
光
発
電
事

業
が
、
県
、
町
、
民
間
事
業
者

の
三
者
共
同
出
資
に
よ
っ
て

運
営
を
行
わ
れ
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
ど
う
い
っ
た
計
画

で
ど
ん
な
益
が
得
ら
れ
る
の

か
。

榎
並
谷
町
長
　
24
年
度
か
ら

産
業
建
設
課
の
中
に
観
光
対

策
室
を
設
け
て
観
光
事
業
を

行
い
、
観
光
協
会
の
準
備
を

１
年
か
け
て
担
当
し
て
き

た
。
立
ち
上
げ
の
時
期
と
い

う
こ
と
で
、
継
続
的
な
こ
と

と
し
て
担
当
者
を
派
遣
さ
せ

た
い
。

法
人
化
さ
れ
た
時
の
職
員

の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
町
に

準
じ
た
形
で
運
営
し
て
い
き

た
い
。

中
村
議
員
　
観
光
協
会
が
設

立
さ
れ
る
が
、
具
体
的
に
や

り
た
い
こ
と
は
何
か
。

榎
並
谷
町
長
　
地
域
の
活
性

化
が
図
れ
る
よ
う
な
体
制
を

作
っ
て
い
き
た
い
。
町
全
体

か
ら
言
え
ば
、
上
町
と
い
う

の
は
一
部
の
地
域
か
も
し
れ

な
い
が
、
こ
こ
か
ら
、
観
光

資
源
の
開
発
を
図
り
な
が

ら
、
広
域
的
に
は
、
仁
淀
川

流
域
の
６
市
町
村
の
観
光
協

会
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
幅

広
い
活
動
に
し
た
い
。

松
本
議
員
　
観
光
協
会
の
立

ち
上
げ
に
際
し
、
職
員
を
２

人
配
置
す
る
よ
う
だ
が
、
ど

う
い
っ
た
位
置
づ
け
で
や
ろ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
社
団
法
人
と
し
て
、

職
員
を
雇
う
よ
う
だ
が
、
そ

の
給
与
、
待
遇
は
誰
が
保
証

し
、
何
を
基
準
に
行
う
の
か
。

メガソーラーが設置される元下水道処理場予定地

観光協会が入る浜口邸

中
村
議
員
　
太
陽
光
発
電
事

業
の
予
定
地
は
、
以
前
下
水

道
事
業
の
折
に
地
域
の
反
対

が
あ
り
中
止
に
な
っ
た
。
地

域
の
皆
さ
ん
に
相
談
を
し
て
、

オ
ッ
ケ
ー
に
な
っ
て
い
る
の

か
。ま

た
遊
水
地
で
も
あ
り
、

地
域
が
心
配
す
る
事
故
や
、

水
害
に
よ
り
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

が
故
障
す
る
こ
と
へ
の
対
応

は
。

榎
並
谷
町
長
　
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
事
業
に
つ
い
て
、
地
元
へ

説
明
は
、
行
っ
て
い
な
い
。

ど
う
い
う
形
に
な
る
か
見
え

れ
ば
、
会
社
の
設
立
以
前
に

は
関
係
者
に
は
説
明
は
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

水
に
関
し
て
は
支
障
が
な

く
、
も
と
も
と
耕
作
地
で
遊

水
地
で
は
な
い
と
判
断
し
て

い
る
。
電
気
の
施
設
に
は
影

響
が
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
施
設

だ
と
判
断
し
て
い
る
。
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高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
、詳
細
は

就
学
援
助
費

3
費
は
い
く
ら
か

機
織
り
機
、

ど
う
す
る
の
か

耕
作
放
棄
地
再
生
へ
の

補
助
、
い
く
ら
か

収
納
管
理
課

設
置
の
メ
リ
ッ
ト

収
納
管
理
課
に

改
め
る
理
由
は

消
防
水
利
情
報

シ
ス
テ
ム
の
内
容
は

機織り機、今後の活用は・・・

耕作放棄地への対策は重要課題

今
橋
議
員
　
尾
川
地
区
の
シ

ル
ク
棟
で
あ
っ
た
場
所
が
、

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
に
な
る

よ
う
だ
が
、
シ
ル
ク
棟
に
あ

る
機
織
り
の
機
械
は
、
譲
渡

か
、破
棄
か
、ど
う
す
る
の
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長
　
機
織

り
機
は
、
補
助
事
業
で
導
入

し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
れ

か
ら
、
地
元
の
方
を
中
心
に
、

具
体
的
に
議
論
を
進
め
て
い

く
。

坂
本
議
員
　
就
学
援
助
費
の

３
費
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
、
生
徒
会
費
、
ク
ラ
ブ
活

動
費
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
増
加
分
は
、
小
学

校
、
中
学
校
で
い
く
ら
か
。

岩
本
教
育
次
長
　
小
学
校

は
、
生
徒
会
、
部
活
は
な
く
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の
み
で
、
21
万

７
１
４
０
円
。
中
学
校
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
生
徒
会
費
、

ク
ラ
ブ
活
動
費
、
合
わ
せ
て
、

１
２
７
万
２
５
５
０
円
。

松
浦
議
員
　
高
齢
者
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま

る
よ
う
だ
が
、
そ
の
詳
細
は
。

下
川
健
康
福
祉
課
長
　
25
年

度
か
ら
県
の
補
助
金
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

対
象
者
は
70
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
９
１
９
名
を
想
定
し

て
い
る
。

岡
村
議
員
　
消
防
水
利
地
図

情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料

の
内
容
は
。

岡
林
総
務
課
長
　
25
年
度

に
、
緊
急
雇
用
に
よ
り
業
務

を
行
い
、
消
防
水
利
地
図
情

報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。
こ

れ
を
用
い
て
、
よ
り
正
確
な

水
利
上
の
地
図
の
作
成
、
台

帳
作
成
を
行
い
た
い
。

氏
原
議
員
　
耕
作
放
棄
地
再

生
利
用
対
策
補
助
金
は
10
Å

当
た
り
い
く
ら
か
。

ま
た
、
耕
作
を
し
た
後
で

も
補
助
が
で
き
る
よ
う
に
は

で
き
な
い
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長
　
補
助

金
は
簡
易
な
再
生
作
業
の
場

合
、
10
Å
当
た
り
５
万
円
。

ま
た
、
農
道
を
つ
け
る
場

合
、
１
r
５
０
０
０
円
、
水

路
は
１
r
１
０
０
０
円
の
補

助
と
な
る
。

申
請
前
に
再
生
工
事
を
し

た
場
合
は
、
補
助
の
対
象
に

な
ら
な
い
の
で
、
事
業
の
周

知
を
再
徹
底
し
た
い
。

松
浦
議
員
　
収
納
管
理
課
と

い
う
も
の
が
、
今
回
唐
突
に

出
て
き
た
。
途
中
経
過
の
話

が
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
議
論

す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
設
置

の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

榎
並
谷
町
長
　
課
設
置
の
プ

ロ
セ
ス
の
中
で
議
会
に
相
談

が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
通

り
で
、
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

岡
林
総
務
課
長
　
メ
リ
ッ
ト

は
25
の
公
債
権
私
債
権
を
一

手
に
引
き
受
け
、
現
年
分
の

滞
納
も
一
緒
に
引
き
受
け
る

こ
と
で
、
非
常
に
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一
人
が
い

く
つ
も
の
滞
納
を
持
っ
て
い

る
部
分
を
名
寄
せ
に
よ
っ
て

一
手
に
管
轄
す
る
こ
と
も
メ

リ
ッ
ト
だ
。

松
本
議
員
　
滞
納
整
理
課

を
、
収
納
管
理
課
に
改
め
る

理
由
は
何
か
。

西
森
副
町
長
　
収
納
管
理
の

全
て
、
町
長
が
管
理
す
る
債

権
の
一
元
管
理
を
行
う
た
め

だ
。
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（
提
出
者
　
徳
弘
初
男
）

垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ

―
22
オ
ス
プ
レ
イ
は
開
発
段

階
か
ら
事
故
が
多
発
し
、
30

人
以
上
の
犠
牲
者
を
出
す
な

ど
危
険
性
の
高
い
軍
用
機
で

あ
る
。
高
知
県
で
は
、
こ
れ

ま
で
、
嶺
北
地
域
を
中
心
に

米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
が

繰
り
返
さ
れ
、
２
０
１
１
年

10
月
に
は
、
嶺
北
で
の
ヘ
リ

を
伴
う
防
災
訓
練
中
に
米
軍

機
が
低
空
で
飛
来
し
、
ヘ
リ

と
の
衝
突
事
故
寸
前
の
事
態

が
発
生
し
た
。
中
山
間
地
域

で
救
急
患
者
の
命
を
守
る
た

め
に
防
災
ヘ
リ
や
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
り
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備

見
直
し
と
低
空
飛
行
訓
練
の

中
止
を
米
国
政
府
に
強
く
求

め
る
よ
う
、
要
望
す
る
。

（
要
旨
）

（
賛
成
・
全
員
）

（
提
出
者
　
松
本
正
人
）

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
の

取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
21

年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

た
介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付

金
制
度
は
平
成
24
年
度
介
護

報
酬
改
定
で
、
介
護
報
酬
に

組
み
込
ま
れ
、
介
護
職
員
処

遇
改
善
加
算
と
し
て
継
続
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

介
護
職
員
処
遇
改
善

加
算
の
継
続
、
拡
充
　

を
求
め
る
意
見
書

介護職員の存在は介護事業の要

米
軍
輸
送
機

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備

見
直
し
及
び
低
空

飛
行
訓
練
の
中
止

を
求
め
る
意
見
書

（
提
出
者
　
松
本
正
人
）

軽
油
引
取
税
に
お
け
る
課

税
免
除
措
置
は
、
こ
れ
ま
で

農
家
の
経
営
に
貢
献
し
て
き

た
が
、
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
っ
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
平

成
26
年
３
月
末
で
廃
止
さ
れ

る
状
況
に
あ
る
。
現
行
の
燃

油
関
係
の
税
制
措
置
が
な
く

な
れ
ば
、
今
で
さ
え
困
難
な

農
家
経
営
へ
の
負
担
は
避
け

ら
れ
な
い
。

燃
油
関
係
の
課
税
免

除
措
置
の
恒
久
化
等
　

を
求
め
る
意
見
書

し
か
し
、
こ
の
加
算
制
度

に
つ
い
て
は
「
経
過
的
な
取

り
扱
い
と
し
て
、
平
成
27
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
」
と
さ

れ
、
次
回
の
改
定
以
降
の
加

算
制
度
の
継
続
に
つ
い
て

は
、
極
め
て
不
透
明
な
状
況

だ
。
安
全
・
安
心
の
介
護
実

現
の
た
め
の
介
護
職
員
の
人

材
確
保
を
図
る
た
め
、
介
護

職
員
処
遇
改
善
加
算
を
２
０

１
５
年
４
月
１
日
以
降
も
継

続
し
、
対
象
職
員
を
介
護
職

員
以
外
の
職
種
に
も
拡
大
す

る
こ
と
を
、強
く
要
望
す
る
。

（
要
旨
）

（
賛
成
・
全
員
）

よ
っ
て
、
燃
油
価
格
の
急

騰
に
対
す
る
緊
急
的
な
価
格

抑
制
措
置
を
講
じ
、
軽
油
引

取
税
に
お
け
る
農
業
用
軽
油

免
税
制
度
に
つ
い
て
恒
久
化

す
る
と
と
も
に
、
免
税
対
象

を
拡
大
す
る
こ
と
。
農
林
漁

業
用
Ａ
重
油
に
対
す
る
石
油

石
炭
税
の
免
税
・
還
付
措
置

を
恒
久
化
し
、
生
産
コ
ス
ト

の
低
減
に
よ
る
農
業
者
の
経

営
安
定
等
を
確
実
に
担
保

し
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ

な
が
る
燃
油
消
費
量
の
削
減

に
つ
い
て
は
、
農
業
者
の
負

担
が
一
切
増
加
し
な
い
よ
う

万
全
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う

要
望
す
る
。

（
要
旨
）

（
賛
成
・
全
員
） 燃料費の高騰は農家を直撃する



導
入
し
て
は

導
入
し
て
は

松
浦
　
隆
起
　
議
員

検討が必要検討が必要

女性委員登用を女性委員登用を
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防災会議

総務課長 必要不可欠、実現したい

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、

災
害
時
に
お
け
る
女
性
の
視

点
の
大
切
さ
が
あ
ら
た
め
て

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
災
害
時

の
担
い
手
と
し
て
、
女
性
の

力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
が
必
要
だ
。

防
災
会
議
に
女
性
の
視
点

を
多
角
的
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
複
数
の
女
性
委
員
の
登

用
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

岡
林
総
務
課
長

男
女
共
同

参
画
の
視
点
か
ら
当
然
、
女

性
委
員
の
登
用
は
必
要
不
可

欠
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
も
踏
ま

え
、
福
祉
関
係
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
か
ら
も
含
め
て
、

女
性
委
員
の
登
用
を
実
現
し

て
い
き
た
い
。

通学路の設定

教育長 ＰＴＡ、関係機関と協議したい

昨
年
、
登
下
校
中
の
児
童

な
ど
が
死
傷
す
る
事
故
が
連

続
し
て
発
生
し
た
こ
と
を
受

け
、
全
国
で
通
学
路
の
緊
急

合
同
点
検
が
実
施
さ
れ
、
本

町
に
お
い
て
も
行
わ
れ
た
。

道
路
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

安
全
対
策
に
も
限
り
が
あ

る
。
通
学
路
自
体
の
設
定
を

検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
か
。

川
井
教
育
長

現
在
、
各
学

校
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
話
し
を
し
て
、

今
の
通
学
路
が
適
切
で
あ
る

と
判
断
し
て
い
る
。
今
後
と

も
、
今
の
通
学
路
で
大
丈
夫

な
の
か
ど
う
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
そ

し
て
関
係
機
関
と
協
議
を
し

て
い
き
た
い
。通学路のさらなる安全対策が求められる

早期発見には検診が大事

8人が町政を問う人が町政を問う�

ここがここが�
聞きたい�
ここが
聞きたい�

8人が町政を問う�

胃
が
ん
・
ピ
ロ
リ
菌
検
査

健
康
福
祉
課
長

実
現
可
能
な
方
向
で
検
討

胃
が
ん
の
90
％
以
上
が

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
に
よ
る
胃

炎
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。

発
見
さ
れ
た
場
合
、
除
菌
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
胃
が
ん

は
予
防
で
き
る
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
検
査
が

必
要
だ
。
本
町
に
お
い
て
も
、

胃
が
ん
検
診
に
ピ
ロ
リ
菌
検

査
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

下
川
健
康
福
祉
課
長

が
ん

の
発
生
率
、
死
亡
率
は
本
町

に
お
い
て
も
、
非
常
に
高
い

数
値
を
示
し
て
い
る
。
ピ
ロ

リ
菌
検
査
は
、
が
ん
予
防
の

有
効
な
対
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
実
現
可
能
な
方
向
で
検

討
を
重
ね
た
い
。



氏
原
　
義
幸
　
議
員

目新しい事業は目新しい事業は

十
分
か

十
分
か

進めたい事業は進めたい事業は
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25年度予算

町長 新エネルギーと観光の推進

25
年
度
の
予
算
案
が
提

出
さ
れ
た
。
町
長
は
、
３
期

目
不
出
馬
を
表
明
し
た
が
、

任
期
中
に
、
進
め
て
お
き
た

い
事
業
は
何
か
。

榎
並
谷
町
長

防
災
対
策
、

少
子
化
対
策
、
協
働
推
進
事

業
、
観
光
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
特
に
、
新
た
に
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
目
的

と
し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
へ
の
補
助
事
業
、
西
佐
川

駅
裏
の
下
水
道
処
理
場
予
定

地
跡
の
太
陽
光
ソ
ー
ラ
ー
の

設
置
事
業
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
上
町
の
古
い
町
並

み
整
備
と
観
光
協
会
を
設
立

し
、
佐
川
の
歴
史
的
な
背
景

を
武
器
に
観
光
振
興
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策

教
育
次
長

要
望
箇
所
は
実
施

全
国
で
は
、
集
団
登
下
校

時
に
悲
惨
な
交
通
事
故
が
増

え
て
い
る
。
中
学
校
の
通
学

路
な
ど
、
本
町
の
通
学
路
の

安
全
対
策
は
十
分
か
。

岩
本
教
育
次
長

佐
川
中
学

校
の
駐
輪
場
前
の
町
道
ま
で

の
拡
幅
、
転
倒
防
止
柵
、
児

童
遊
園
ま
で
の
管
理
道
部
分
、

歩
道
の
舗
装
、
周
辺
の
街
灯

の
増
設
、
横
断
歩
道
の
設
置

な
ど
学
校
周
辺
の
要
望
の
あ

っ
た
対
策
箇
所
は
実
施
で
き

た
。
今
後
も
安
全
対
策
を
進

め
て
い
く
。

農業振興

産業建設課長 新規就農予算を拡大

農
業
関
係
の
補
助
事
業
は

レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
事
業
、
新
規

就
農
者
支
援
な
ど
多
く
の
事

業
が
あ
る
。
県
は
25
年
度
予

算
で
産
業
振
興
費
を
大
幅
に

組
ん
で
い
る
。
農
業
分
野
で
、

目
新
し
い
事
業
は
あ
る
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

現
在
、

国
の
政
策
に
基
づ
い
て

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
作
成

し
、
３
カ
所
で
認
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
受
け
、
来
年

度
は
新
規
就
農
関
係
の
予
算

を
大
幅
に
拡
大
し
２
９
１
０

万
円
の
予
算
を
組
ん
で
い
る
。

来
年
度
は
４
カ
所
の「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
が
で
き
る
予

定
。ま

た
、
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス

事
業
も
３
カ
所
で
約
４
千
万

円
の
予
算
を
組
ん
で
お
り
、

個
別
の
町
単
独
事
業
等
を
活

用
し
な
が
ら
、
農
業
振
興
に

一
層
努
め
た
い
。

歴史的町並みで観光振興（上町）

夫婦で新規就農に向けて、研修に励む



森
　
正
彦
　
議
員

完成はいつか完成はいつか

補助金の増額を補助金の増額を

前面に押し出せ前面に押し出せ
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上
町
の
歴
史
的
風
致
維
持

向
上
計
画
の
総
事
業
費
は
、

総
額
約
４
億
円
、
町
負
担
は

２
億
１
７
３
３
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
多
額
の
資
金
が
投

入
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
、

町
民
の
た
め
に
生
か
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
長
の
言
う
観
光
や
交
流

人
口
の
増
加
よ
り
も
、
住
み

た
い
町
へ
の
環
境
整
備
を
も

っ
と
前
面
に
押
し
出
す
べ
き

だ
。

榎
並
谷
町
長

歴
ま
ち
法
は
、

文
科
省
、
農
水
省
、
国
交
省

の
３
省
が
提
案
を
し
、
制
定

さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

観
光
振
興
を
含
め
て
活
用
し

て
い
く
こ
と
が
基
本
理
念
と

の
理
解
で
、
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

多
額
の
投
資
を
し
て
い
る

の
で
、
こ
れ
を
活
用
し
、
地

域
の
活
性
化
へ
、
事
業
的
に

成
り
立
つ
仕
組
み
を
作
り
た

い
。

価格面などさらなる販売努力が求められる

国
道
４
９
４
号
改
良
工
事

が
川
ノ
内
で
行
わ
れ
て
い
る
。

利
用
者
の
早
期
開
通
へ
の
期

待
は
大
き
い
。
完
成
は
い
つ

か
。ま

た
、
早
期
完
成
へ
関
係

市
町
村
と
共
に
、
強
く
要
望

し
て
１
年
で
も
早
く
完
成
す

る
よ
う
働
き
か
け
る
べ
き
だ
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

斗
賀

野
ト
ン
ネ
ル
か
ら
須
崎
市
と

の
境
界
付
近
、
斗
賀
野
工
区

１
・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
工

事
完
成
は
、
所
管
の
県
越
知

事
務
所
に
よ
る
と
、
平
成
20

年
代
後
半
と
聞
い
て
い
る
。

榎
並
谷
町
長
　
用
地
確
保
な

ど
、
地
元
と
し
て
環
境
を
整

え
て
、
県
、
国
に
力
強
い
要

望
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

住みたい町への環境整備

町長 観光振興で地域を活性化

国道494号改良工事・斗賀野工区

産業建設課長 平成20年代後半

1年でも早い完成が待たれている

町有住宅地

町長 具体策を検討

町
有
住
宅
地
は
現
在
20

区
画
残
っ
て
い
る
が
、
24
年

度
は
１
区
画
も
売
れ
て
い
な

い
。町

内
の
工
務
店
を
優
遇
し

た
形
で
若
者
定
住
促
進
補
助

金
の
増
額
を
し
て
は
ど
う
か
。

そ
れ
が
直
接
的
な
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
。
完
売
を
目

指
す
に
は
効
果
が
高
い
。

榎
並
谷
町
長

土
地
が
下
落

し
、
現
行
の
２
０
０
万
円
の

補
助
金
で
は
処
分
で
き
な
い
。

た
だ
、
先
に
買
っ
て
い
た
だ

い
た
方
が
、
不
公
平
さ
を
感

じ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
思

い
も
あ
る
。

提
案
の
補
助
金
、
県
の
移

住
対
策
の
事
業
等
勘
案
し
な

が
ら
、
具
体
的
な
方
策
を
検

討
し
、
早
い
時
期
に
処
分
を

し
て
い
き
た
い
。



岡
村
　
統
正
　
議
員

整備できないか整備できないか

把
握
が
重
要

把
握
が
重
要

補修計画は補修計画は
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町
道
古
畑
峯
線
は
、
工
事

車
両
の
通
行
で
傷
み
が
激
し

い
、
今
後
の
改
修
計
画
は
。

ま
た
、
町
道
全
般
の
補
修

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

町
道

古
畑
峯
線
は
、
平
成
24
年
度

に
工
事
車
両
の
入
口
よ
り
峰

ま
で
は
表
層
の
打
ち
換
え
を

実
施
す
る
。
25
年
度
に
は
砂

防
ダ
ム
工
事
が
終
わ
る
の
で
、

26
年
度
以
降
に
舗
装
工
を
実

施
し
て
い
く
。

24
年
度
補
正
予
算
で
幹
線

の
町
道
の
路
面
正
常
化
調
査

を
行
い
、
国
の
交
付
金
等
を

活
用
し
計
画
的
、
具
体
的
な

補
修
計
画
を
立
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

町道維持管理

産業建設課長 路面正常化調査行う

観光振興・公衆トイレ

町長 検討課題として受ける

消
防
水
利

総
務
課
長

台
帳
を
作
成
し
情
報
を
提
供

コンクリート舗装の町道補修が急がれる

加
茂
、
尾
川
地
区
は
昼
間

の
火
災
に
佐
川
分
団
が
出
動

し
て
お
り
、
消
防
水
利
の
把

握
が
重
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
一
部
地
上
に
出
て

い
る
水
槽
は
場
所
に
よ
り
高

さ
が
あ
る
。
団
員
の
転
落
防

止
の
安
全
対
策
を
、
早
急
に

す
べ
き
だ
。

岡
林
総
務
課
長

消
防
水
利

は
地
図
デ
ー
タ
に
上
書
き
す

る
と
共
に
、
写
真
を
撮
り
台

帳
を
作
成
し
、
全
消
防
団
、

自
主
防
災
組
織
に
も
情
報
提

供
し
て
い
く
。

水
槽
の
転
落
防
止
柵
は
、

松
ノ
木
、
古
畑
に
設
置
を
し
、

他
の
地
区
の
危
険
な
場
所
に

も
対
応
を
し
て
い
く
。

商
工
会
裏
の
、
町
が
管
理

し
て
い
る
公
衆
ト
イ
レ
は
時

代
遅
れ
の
ト
イ
レ
と
い
え
る
。

大
型
観
光
バ
ス
が
、
休
祭
日

に
役
場
の
駐
車
場
を
利
用
し

た
と
き
は
、
役
場
、
商
工
会

の
ト
イ
レ
は
使
用
で
き
な
い
。

洋
式
便
器
、
車
い
す
用
ト

イ
レ
を
設
け
た
ト
イ
レ
を
整

備
で
き
な
い
か
。

榎
並
谷
町
長

上
町
の
再
生
、

奥
の
土
居
、
牧
野
公
園
も
含

め
て
総
合
的
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
観
光
客
を
迎
え
る

体
制
も
あ
る
程
度
、
必
要
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
、
大
き

な
検
討
課
題
と
し
て
受
け
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

観光振興には、トイレの整備も重要　　　　　　　　



坂
本
　
貞
雄
　
議
員

計画の概要は計画の概要は

ＪＡとの連携はＪＡとの連携は

減額されるか減額されるか
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平
成
25
年
度
の
国
の
補

助
事
業
と
し
て
、
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
費
、
地
域
元

気
づ
く
り
事
業
費
が
あ
る
。

地
方
公
務
員
の
給
与
引
き
下

げ
分
の
額
が
そ
れ
に
相
当
す

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
本
町

に
お
い
て
減
額
さ
れ
る
と
す

れ
ば
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
額
に

な
る
か
。

岡
林
総
務
課
長

本
町
職
員

の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
県

下
34
市
町
村
中
32
位
の
91
・

７
％
で
あ
り
、
給
与
引
き
下

げ
の
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

地
域
元
気
づ
く
り
事
業
費

と
し
て
は
、
３
３
０
０
万
円

交
付
税
算
入
さ
れ
る
予
定
。

地方公務員給与

総務課長 引き下げの必要ない

ＴＰＰ

町長 情報交換していく大きな打撃となるＴＰＰにＪＡは断固反対

メガソーラー・鷹ノ巣養豚団地跡

総務課長 民間会社が事業を推進

新エネルギー対策に活用される養豚団地跡

安
倍
首
相
は
、
日
米
首
脳

会
談
で
聖
域
な
き
関
税
撤
廃

は
な
い
と
し
て
交
渉
参
加
に

踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

町
長
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

断
固
反
対
を
言
っ
て
き
た
が
、

変
わ
り
な
い
か
。
農
林
業
者

の
反
発
は
強
い
。
Ｊ
Ａ
と
の

連
携
を
考
え
よ
。

榎
並
谷
町
長

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
断

固
反
対
は
変
わ
り
な
い
。
県

町
村
会
、
町
村
議
長
会
で
も

決
議
し
て
お
り
、
地
方
自
治

を
あ
ず
か
る
立
場
で
国
に
働

き
か
け
る
。

Ｊ
Ａ
は
、
Ｊ
Ａ
の
立
場
で

運
動
を
展
開
し
て
お
り
、
組

合
長
と
は
情
報
交
換
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

県
内
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事

業
が
始
ま
り
、
各
地
で
計
画

さ
れ
て
い
る
。
本
町
で
も
、

Ｊ
Ｒ
西
佐
川
駅
東
の
町
有
地

と
鷹
ノ
巣
養
豚
団
地
跡
に
計

画
さ
れ
て
い
る
。
鷹
ノ
巣
養

豚
団
地
跡
の
計
画
の
概
要
は
。

岡
林
総
務
課
長

佐
川
町
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
事
業
実
施

要
項
に
基
づ
き
、
鷹
ノ
巣
養

豚
団
地
跡
で
事
業
を
推
進
。

事
業
者
で
あ
る
民
間
会
社
と

基
本
協
定
を
締
結
。

20
年
間
の
契
約
で
、
土
地

賃
貸
料
３
６
０
０
万
円
、
固

定
資
産
税
約
４
０
０
０
万
円

の
収
入
が
見
込
ま
れ
る
。



中
村
　
卓
司
　
議
員

見直しが必要見直しが必要

考えはあるか考えはあるか

今
後
の
対
応
は

今
後
の
対
応
は
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佐川町総合計画

総務課長 実施計画を見直す

平
成
18
年
に
佐
川
町
総

合
計
画
審
議
会
か
ら
答
申
さ

れ
た
「
総
合
計
画
・
ほ
ど
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
佐
川

町
の
羅
針
盤
と
も
言
え
る
。

こ
れ
が
今
ま
で
一
度
も
見
直

し
さ
れ
て
い
な
い
。

河川環境の保全

町民課長 定期的な水質検査、検討

ご
み
収
集
事
業
談
合
問
題

町
長

高
松
高
裁
に
控
訴

町民生活に直結するごみ収集事業

きれいな河川を次の時代に残したい

時
代
に
合
っ
た
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。

榎
並
谷
町
長

見
直
し
は
し

て
な
い
。
し
か
し
、
情
勢
も

か
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
中
身

を
精
査
、
検
討
し
て
見
直
し

が
必
要
で
あ
れ
ば
見
直
す
方

向
で
進
め
た
い
。

岡
林
総
務
課
長

総
合
計
画

は
、
基
本
構
想
と
基
本
計
画
、

実
施
計
画
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
基
本
と
な
る
構
想
と
計

画
は
、
時
代
の
流
れ
に
は
対

応
し
て
い
る
と
考
え
る
。

25
年
度
に
実
施
計
画
を
見

直
す
方
向
で
考
え
て
い
る
。

ご
み
収
集
委
託
事
業
で
町

民
か
ら
談
合
が
あ
っ
た
と
の

提
訴
が
あ
り
、
２
業
者
に
１

４
５
５
万
円
の
請
求
を
せ
よ

と
の
判
決
が
出
た
。
今
回
の

経
過
と
今
後
の
対
応
は
。

横
山
町
民
課
長

経
過
は
平

成
23
年
６
月
27
日
、
町
民
よ

り
監
査
請
求
が
出
さ
れ
、
同

年
８
月
末
に
請
求
を
棄
却
。

同
年
９
月
21
日
に
町
民
が

高
知
地
裁
に
告
訴
。
平
成
25

年
２
月
に
原
告
勝
訴
の
判
決

が
下
さ
れ
た
。

榎
並
谷
町
長

ご
み
処
理
に

つ
い
て
、
競
争
原
理
を
取
り

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

の
判
断
か
ら
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

町
民
の
方
か
ら
提
訴
さ
れ
、

地
裁
で
結
論
が
出
た
が
、
町

と
し
て
、
談
合
は
な
か
っ
た

と
の
判
断
か
ら
、
も
う
一
度

判
断
を
仰
ぎ
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
高
松
高
裁
に
控
訴
し

た
。

本
町
は
住
み
よ
い
町
と
さ

れ
て
い
る
が
、
産
業
廃
棄
物

に
よ
る
川
の
汚
染
、
春
日
川
、

柳
瀬
川
、
斗
賀
野
川
等
の
環

境
問
題
に
つ
い
て
ど
の
ぐ
ら

い
の
考
え
を
持
っ
て
い
る

か
。

横
山
町
民
課
長

仁
淀
川
清

流
保
全
推
進
協
議
会
で
一
斉

清
掃
や
、
水
質
検
査
等
は
実

施
し
て
お
り
、
良
い
状
態
は

保
た
れ
て
い
る
。

定
期
的
な
水
質
測
定
を
今

後
検
討
し
、
河
川
保
全
に
は

適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
町
長
は
、
次
期
選
挙
は
不

出
馬
だ
が
後
継
者
は
。



今
橋
　
寿
子
　
議
員

重
点
項
目
は

重
点
項
目
は

成
果
ど
う
生
か
す

成
果
ど
う
生
か
す

条例制定を条例制定を
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野生生物の保護

総務課長 制定しない

こ
の
事
業
の
余
韻
の
あ
る

う
ち
に
、
野
生
生
物
の
保
護

に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る

価
値
が
あ
る
。
ま
だ
、
で
き

て
い
な
い
が
、
で
き
な
い
理

由
は
何
か
。

岡
林
総
務
課
長

高
知
県
に

は
、
高
知
県
希
少
野
生
動
植

物
保
護
条
例
が
あ
り
、
本
町

も
そ
の
範
囲
に
入
っ
て
い
る

の
で
保
護
条
例
は
制
定
し
な

い
。野

生
動
植
物
の
啓
発
は
重

要
で
あ
り
、
広
報
等
を
通
じ

て
野
生
生
物
保
護
の
大
切
さ

を
訴
え
意
識
高
揚
を
図
っ
て

い
く
。

牧
野
博
士
生
誕
１
５
０
年

記
念
事
業
は
１
月
18
日
の
墓

前
祭
を
最
後
に
終
了
し
た
。

25
年
度
以
降
も
牧
野
公
園
の

10
年
計
画
の
取
り
組
み
、
観

光
協
会
の
立
ち
上
げ
等
に
よ

り
地
域
振
興
の
発
展
に
結
び

つ
い
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

広
井
勇
生
誕
１
５
０
年
記
念
事
業

教
育
長

ふ
る
さ
と
佐
川
に
誇
り
持
た
す

２
月
３
日
、
桜
座
に
お
い

て
、
近
代
土
木
の
先
駆
者
で

あ
る
広
井
勇
博
士
の
生
誕
１

５
０
年
記
念
と
し
て
講
演
会

「
広
井
勇
を
語
る
」
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
成
果
を
今
後

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く

の
か
。

川
井
教
育
長

県
内
外
か
ら

約
２
５
０
名
の
参
加
者
が
あ

り
、
広
井
博
士
の
業
績
・
名

声
が
そ
の
道
に
お
い
て
全
国

区
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実

感
す
る
と
と
も
に
、
広
井
博

士
を
通
じ
て
佐
川
町
の
こ
と

を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も

ら
え
た
。

今
後
は
佐
川
町
の
偉
大
な

先
人
た
ち
に
つ
い
て
、
子
ど

も
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
ふ
る
さ
と
佐
川
に
愛
着
と

誇
り
を
持
て
る
教
育
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

佐
川
町
教
育
振
興
基
本
計
画

教
育
長

み
ん
な
で
育
む
教
育
を
推
進

23
年
度
に
策
定
さ
れ
た

佐
川
町
教
育
振
興
基
本
計
画

は
、
第
４
次
佐
川
町
総
合
計

画
を
踏
ま
え
た
上
の
も
の
で

あ
り
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
項
目

で
あ
る
。
そ
の
中
で
25
年
度

の
重
点
的
な
取
り
組
み
は
何

か
。

川
井
教
育
長

学
力
向
上
と

豊
か
な
心
を
育
む
対
策
の
充

実
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。

し
つ
け
や
基
本
的
生
活
習

慣
の
確
立
等
、
学
校
に
過
度

に
依
存
し
て
い
る
状
態
が
見

受
け
ら
れ
る
た
め
、
家
庭
で

し
つ
け
、
学
校
で
学
び
、
地

域
で
育
て
る
と
い
う
、
み
ん

な
で
育
む
教
育
を
推
進
す
る

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、

25
年
度
は
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

検
討
協
議
を
行
い
、
26
年
度

は
そ
の
新
た
な
仕
組
み
の
実

現
を
図
り
た
い
。

再生が進む牧野公園

多くの参加者を迎えた講演会



松
本
　
正
人
　
議
員

進
ん
で
い
る
か

進
ん
で
い
る
か

赤字対策は赤字対策は

制度改善を制度改善を
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ごみ収集運搬業務

町長 改善すべきは改善したい

改善が求められる、ごみ収集事業　（清掃センター）

２
月
８
日
、
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
業
務
に
お
け
る
業

者
選
定
に
あ
た
っ
て
の
違
法

行
為
確
認
の
損
害
賠
償
を
求

め
る
住
民
訴
訟
に
対
す
る
高

知
地
裁
の
判
決
が
あ
っ
た
。

見
積
も
り
に
よ
る
落
札
が

導
入
さ
れ
た
の
は
、
平
成
20

年
度
か
ら
だ
が
、
そ
れ
以
前

か
ら
何
度
も
、
事
業
の
性
格

上
、
導
入
す
べ
き
で
な
い
と

指
摘
し
て
き
た
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
招
い

た
町
の
責
任
は
大
き
い
。
制

度
そ
の
も
の
に
つ
い
て
改
善

を
図
る
べ
き
だ
。

榎
並
谷
町
長

今
回
の
よ
う

な
混
乱
を
招
く
よ
う
な
制
度

は
、
ど
う
か
と
い
う
思
い
も

あ
る
。
改
善
す
べ
き
は
改
善

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
。
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
招
か
な
い
よ
う
な
制

度
設
計
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

国保会計

町民課長 財源の増、必要

国
保
税
は
非
常
に
高
く
、

支
払
い
の
で
き
な
い
町
民
も

多
く
い
る
。
た
だ
、
本
町
の

24
年
度
は
国
保
会
計
の
基
金

を
取
り
崩
し
、
赤
字
会
計
が

続
く
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
喫
緊
の
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
状
況
だ
が
、
対
策

は
考
え
て
い
る
か
。

横
山
町
民
課
長

国
保
会
計

の
単
年
度
収
支
は
、
平
成
22

年
度
以
降
平
均
で
約
６
千
万

円
の
基
金
を
取
り
崩
し
て
お

り
、
平
成
26
年
度
に
は
基
金

が
底
を
つ
く
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
お
り
、
早
急
に
財
源
確

保
が
必
要
と
な
る
。

医
療
費
の
増
額
に
対
す
る

財
源
の
増
を
求
め
る
必
要
が

あ
り
、
国
保
税
率
の
引
き
上

げ
、
一
般
財
源
か
ら
の
繰
入

が
考
え
ら
れ
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

産
業
建
設
課
長

さ
ら
に
検
討
し
た
い

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
、
12
月

定
例
会
で
質
問
し
た
際
「
耐

震
化
事
業
と
一
緒
に
行
う
こ

と
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と

の
、
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長
　
12
月

定
例
会
以
降
、
県
と
相
談
し

た
結
果
、
耐
震
改
修
と
リ
フ

ォ
ー
ム
を
セ
ッ
ト
で
行
う
こ

と
に
よ
り
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

平
成
25
年
度
の
予
算
化
に

は
間
に
合
わ
な
い
が
、
26
年

度
以
降
に
事
業
が
で
き
な
い

か
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

早急な対策が求められる国保会計
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わ
が
ま
ち
「
人
」

で
は
、
こ
の
佐
川
の

ま
ち
で
元
気
に
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
紹
介

し
ま
す
。

今
回
は
、
高
齢
化

社
会
を
地
域
で
支
え

る
組
織
を
立
ち
上
げ

活
躍
し
て
い
る
出
間

緑
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

わがまち

人人
わがまち

出
いず

間
ま

緑
みどり

さん

―

助
け
あ
い
組
織
に
こ
に

こ
会
を
立
ち
上
げ
た
動
機
は

何
で
す
か
。

平
成
12
年
に
介
護
保
険

制
度
が
始
ま
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
制
度
だ
け
で
は
カ

バ
ー
で
き
な
い
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
住

民
自
ら
が
や
ら
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
て
Ｊ
Ａ
の

女
性
部
の
中
で
平
成
10
年
に

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

―

具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ

と
で
す
か
。

元
気
な
高
齢
者
の
集
い
の

場
、
ミ
ニ
サ
ロ
ン
へ
の
協
力

や
地
域
で
の
見
守
り
、
さ
ら

に
は
Ｊ
Ａ
に
働
き
か
け
て
の

ヘ
ル
パ
ー
養
成
な
ど
で
す
。

―

立
ち
上
げ
て
約
15
年
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
き

ま
し
た
が
、
ど
う
で
す
か
。

活
動
が
定
着
し
て
、
最
初

は
特
異
的
な
活
動
だ
っ
た
の

が
、
今
は
普
通
の
活
動
に
な

り
ま
し
た
ね
。

―

苦
労
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
。

仲
間
と
と
も
に
や
っ
て
き

ま
し
た
の
で
特
に
苦
労
は
あ

り
ま
せ
ん
。
逆
に
楽
し
か
っ

た
で
す
ね
。
で
も
、
い
つ
の

間
に
か
自
分
が
年
を
取
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

共に元気でと、サロンをサポート

―

現
在
も
活
動
し
て
い
ま

す
か
。

年
齢
的
に
は
お
世
話
を
し

て
も
ら
う
ほ
う
で
す
が
、
年

寄
り
同
士
が
共
に
頑
張
っ
て

い
く
の
も
良
い
か
な
と
思
っ

て
続
け
て
い
ま
す
。

―

高
齢
化
社
会
へ
の
提
言

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

高
齢
者
自
身
が
、
ま
だ
ま

だ
若
い
と
思
っ
て
、
皆
と
楽

し
く
や
れ
る
こ
と
を
や
る
、

と
い
う
助
け
合
い
の
シ
ス
テ

ム
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

高
齢
者
の
お
手
本
と
し
て
の

活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
周
り
に
、
人
知

れ
ず
「
佐
川
の
ま
ち
」
の
元

気
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
て
い

る
「
人
」
を
ぜ
ひ
、
ご
紹
介

下
さ
い
。

ご
連
絡
は
議
会
事
務
局
ま

で
。

元気に百歳体操

Ｊ
Ａ
コ
ス
モ
ス

助
け
あ
い
組
織
に
こ
に
こ
会

Ｊ
Ａ
コ
ス
モ
ス

助
け
あ
い
組
織
に
こ
に
こ
会
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�
佐
川
に
恋
し
て
�

佐
川
町
へ
の
ラ
ブ
レ
タ
ー

■

佐
川
町
の
ど
ん
な
と
こ

ろ
が
好
き
で
す
か
。

身
の
回
り
の
山
や
畑
で
、

季
節
の
花
や
旬
の
野
菜
が
み

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

山内
やまうち

エリカ　さん

■

こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
理

由
は
。

人
と
話
す
の
が
好
き
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
ス
ー
パ
ー
な

ら
、
従
業
員
だ
け
で
な
く
、

買
い
物
に
来
て
下
さ
る
お
客

様
と
も
お
話
が
で
き
る
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。

■
仕
事
は
楽
し
い
で
す
か
。

買
い
物
に
来
て
く
だ
さ
る

お
客
様
に
顔
を
覚
え
て
も
ら

っ
て
、
お
客
様
の
方
か
ら
声

を
か
け
て
く
だ
さ
る
の
で
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
す
ご
く

楽
し
い
で
す
。

■

こ
れ
か
ら
の
夢
は
な
ん

で
す
か
。

介
護
事
務
の
資
格
を
取
る

た
め
の
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
何
が
一
番
自
分
に
合
っ

て
い
る
の
か
、
見
つ
け
な
が

ら
、
新
し
い
仕
事
に
も
挑
戦

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

■

町
や
議
会
に
望
む
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。
こ
れ
か
ら

の
夢
は
な
ん
で
す
か
。

今
、
桜
の
木
が
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る

の
で
　
桜
の
木
を
た
く
さ
ん

植
樹
し
て
、
桜
の
名
所
に
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

エ
リ
カ
さ
ん
の
今
後
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
店
で
見
か
け
た
ら
声
を

か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い

ね
。

「
よ
ろ
し
くお願

い
し
ま
す
」

議
会
事
務
局
長

河
添
　
博
明

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
４
月
１
日
付

の
人
事
異
動
で
議
会
事
務
局
に
配
属
に
な
り
ま
し

た
河
添
で
す
。

昭
和
59
年
、
佐
川
町
役
場
に
奉
職
以
来
、
地
域

振
興
対
策
室
、
建
設
課
、
総
務
課
、
税
務
課
な
ど

で
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
議
会
事
務
局
の
仕

事
は
初
め
て
で
す
。
不
安
も
あ
り
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
議
会
と
い
う
重
要
な
機
関
の
事
務
局

と
し
て
、
円
滑
な
議
会
活
動
の
補
助
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議会事務局・職員紹介議会事務局・職員紹介



9億3,577

12億6,714

1億1,876

1億6,610

3,023

25億1,800

当初の目標どおり造る工事再開は未定

23 平成25年5月1日 第54号

佐川トンネルの工事による残土の受け
入れも予定しており、25年度中には
無理ではないかと考えている。
当初の目標どおり、町民の方々に広く
利用してもらえるようなものを造って
いけるよう努力をしていく。

土地の境界について、民有地との話
し合いを行っており、調整がつき次
第、平成23年2月に許可が下りた
開発許可について、変更申請の手続
きを行う。工事再開は今のところ未
定。

霧生関公園の工事は、現在までに3億
1千万円かかっているが、そのうち8
割が交付税措置されている。この事業
を完全ストップさせれば2億4千万円
以上を国に返さなければならなくな
る。最終的な町単独の負担が、1億6
千万円と想定されているため、余計に
損になる。やめるわけにもいかず、前
にも進めない状況だ。これからどうす
るのか。 （松本　正人議員）

霧生関公園、どうするのか
（平成24年12月定例会） あ

の
質
問
の
ゆ
く
え

No.25

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

先が見えない霧生関公園事業

ど う�
なった�

町　　長�
答　　弁�

△4億2,639

△355

526

△249

△2億9,421

△7億2,138

会 計 名

一 般 会 計

前年度比

特別養護老人ホーム

養護老人ホーム

障害者支援施設

ふるさと市町村圏

合　　　　計

予算額

特
別
会
計

平成25年度予算　 （単位：万円）

高
吾
北

広
域
町
村
事
務
組
合

議
会

３
月
４
日

衛
生
セ
ン
タ
ー

稼
働
以
来
47
年
が
経

過
し
、
老
朽
化
が
進
行

し
て
い
る
。
平
成
24
年

度
に
実
施
設
計
が
終
了

し
、
25
年
か
ら
27
年
度

に
か
け
改
修
工
事
を
行

う
。

清
掃
セ
ン
タ
ー

１
月
末
の
ご
み
総
量

は
、
７
８
１
２
ト
ン
、

佐
川
町
が
全
体
の
約

53
％
の
４
１
７
７
ト
ン

と
な
っ
て
い
る
。

処
理
セ
ン
タ
ー

焼
却
灰
処
理
ピ
ッ
ト

の
残
余
年
数
は
約
４
年

と
見
込
ん
で
い
る
。

消
防
署

消
防
本
部
新
庁
舎
は
、

１
月
末
に
完
成
し
、
２

月
１
日
か
ら
新
庁
舎
で

業
務
を
開
始
し
て
い
る
。

消
防
・
救
急
無
線
は
、

平
成
26
年
度
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
向
け
て
、
県
及

び
県
内
消
防
本
部
と
足

並
み
を
そ
ろ
え
た
整
備

計
画
を
立
て
、
調
査
・

検
討
し
て
い
る
。

《
組
合
長

諸
般
報
告
》
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議会懇談会を各地区で開催へ
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議会広報編集委員会

委
員
長
　
　
岡
村
　
統
正

副
委
員
長
　
　
坂
本
　
貞
雄

委
　
　
員
　
　
松
浦
　
隆
起

委
　
　
員
　
　
片
岡
　
勝
一

委
　
　
員
　
　
森
　
　
正
彦

※
わ
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

読
後
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

越
知
町
が
全
国
３
位
と
の
記
事
が
高
知
新

聞
に
載
っ
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
、
全
国

の
町
村
か
ら
２
４
５
点
が
出
さ
れ
、
そ
の

中
で
、
住
民
に
と
っ
て
議
会
が
ど
う
動
い

て
い
る
か
、
分
か
り
や
す
く
正
確
に
伝
え

て
い
る
か
等
を
基
準
に
審
査
さ
れ
る
。

我
が
佐
川
町
も
応
募
し
て
い
た
。
受
賞

は
逃
し
た
も
の
の
「
Ａ
ク
ラ
ス
の
力
を
備

え
て
い
る
」
と
の
評
価
で
あ
っ
た
。
Ａ
ク

ラ
ス
と
評
価
さ
れ
た
の
は
四
国
で
は
徳
島

県
勝
浦
町
と
本
町
の
２
町
し
か
な
い
。
手

前
味
噌
な
が
ら
、
良
い
成
績
で
あ
っ
た
と

思
う
。

こ
の
広
報
の
優
劣
は
、
編
集
の
内
容
と

技
術
で
決
ま
る
。
だ
が
、
議
会
活
動
の
内

容
が
良
い
、
と
い
う
基
礎
が
な
い
限
り
良

い
紙
面
に
は
な
ら
な
い
。
当
議
会
で
は
、

５
月
に
各
地
区
で
住
民
と
の
懇
談
会
を
開

催
す
る
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、

議
会
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。
そ
し
て
さ

ら
に
良
い
広
報
誌
と
し
た
い
。

森

あなたが選んだ議員の
仕事ぶりを見にきませんか？

次の定例会は6月7日（金）午前9時
開会予定です。傍聴においでください。

昨
年
12
月
か
ら
議
会
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
議
会
活
性
化
協
議
会
」
の

中
で
、
検
討
を
行
っ
て
き
た

「
議
会
懇
談
会
」
を
、
昨
年

11
月
23
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
部
落
長
を
対
象
に
開
催

し
、
35
人
の
部
落
長
に
参
加

を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
で
複
数
の
部

落
長
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
の

が
各
地
区
で
の
懇
談
会
の
開

催
を
要
望
す
る
声
で
し
た
。

当
初
よ
り
、「
議
会
活
性

化
協
議
会
」
の
中
で
も
各
地

区
で
の
開
催
も
検
討
し
て
お

り
、
今
回
、
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

「
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
議

会
」
に
向
け
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
生
の
お
声
を
お
聞
き

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

多くの要望や提案があった前回の議会懇談会

日　　時
5月 2日
5月10日
5月17日
5月23日
5月31日

地区名
黒 岩 地 区
尾 川 地 区
加 茂 地 区
斗賀野地区
佐 川 地 区

場　　　　所
黒岩多目的集会所
尾川地区住民センター
加茂地区住民センター
ＪＡコスモス斗賀野支所
役場2階大会議室

時　間
19時から
19時から
19時から
19時から
19時から


